
◆
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

７
月
26
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分

　

会
場
＝
東
秩
父
村
役
場
会
議
室

◆
立
候
補
届
の
事
前
審
査

　

８
月
19
日
（
金
）

　

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

　

会
場
＝
東
秩
父
村
役
場
会
議
室

◆
選
挙
人
名
簿
登
録
基
準
日

　

８
月
22
日
（
月
）

◆
選
挙
期
日
の
告
示

　

《
立
候
補
届
の
受
付
日
》

　

８
月
23
日
（
火
）

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま

　

で
◆
選
挙
日
《
投
票
日
》

　

８
月
28
日
（
日
）

　

午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

◆
選
挙
会
《
開
票
》

　

８
月
28
日
（
日
）
午
後
９
時
か
ら

　

場
所
＝
東
秩
父
村
役
場
会
議
室

　

東
秩
父
村
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

立
候
補
の
届
出
を
間
違
い
な
く
確
実

に
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
７
月
26

日
（
火
）
午
後
１
時
30
分
か
ら
東
秩

村
長
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す　
〜
８
月
28
日（
日
）投
開
票
〜

　

任
期
満
了
（
９
月
６
日
）
に
伴
う
東
秩
父
村
長
選
挙
が
、
８
月
23
日
に
告
示
さ
れ
８
月
28
日
に
投
開
票
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
選
挙
日
程
お
よ
び
立
候
補
予
定
者
説
明
会
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
投
票
に
つ
い
て
は
、

来
月
号
で
詳
し
く
掲
載
し
ま
す
。

選
挙
の
日
程

立
候
補
予
定
者
説
明
会

父
村
役
場
２
階
会
議
室
で
立
候
補
予

定
者
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

村
長
選
挙
に
立
候
補
を
予
定
さ
れ

て
い
る
方
、
な
ら
び
に
そ
の
推
薦
者

の
方
は
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

当
日
は
、
立
候
補
届
出
や
選
挙
運

動
に
つ
い
て
の
説
明
と
、
立
候
補
の

届
出
に
必
要
な
諸
用
紙
を
お
渡
し
い

た
し
ま
す
。

　

説
明
会
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◆
立
候
補
届
の
提
出
方
法
に
つ
い
て

　

＝
村
選
挙
管
理
委
員
会

◆
選
挙
運
動
に
つ
い
て

　

＝
県
選
挙
管
理
委
員
会

◆
選
挙
運
動
用
自
動
車
等
に
つ
い
て

　

＝
小
川
警
察
署

◆
選
挙
運
動
用
通
常
は
が
き
の
使
用

　

に
つ
い
て

　

＝
日
本
郵
便
（
株
）
小
川
郵
便
局

　

「
投
票
で
き
る
人
」
が
満
18
歳
以

上
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
候
補
者
と

な
れ
る
方
」
は
、
年
齢
が
満
25
歳
以

上
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
村
選
挙
管
理
委
員
会

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

82
ー
１
２
２
６

立
候
補
は
満
25
歳
か
ら

　

今
回
の
選
挙
で
候
補
者
に
な
れ
る

方
は
、
平
成
３
年
８
月
29
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
で
す
。

　５月２９日（日）、皆谷地区にて「消防ひろば」
を開催しました。
　「消防ひろば」は地域住民の防災に対する意識
づけを図るとともに、防災訓練を通して災害時の
対処について学び、自身の身を守りまたお互いに
助け合うことを目的としています。当日は、通報
訓練、消火訓練、けむり体験、起震車による地震
体験などの催し物に参加された方々には身になる
体験ができたと喜んでいただきました。

『消防ひろば』で防災体験！！

社会を明るくする運動
　毎年７月は"社会を明るくする運動"強調月間です。

　社会を明るくする運動とは、すべての国民が犯罪や

非行の防止と罪を犯した人たちの更生について理解を

深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪のな

い明るい社会を築くため、次の活動を推進します。

・行動目標
　　犯罪や非行のない安全・安心な地域社会を築くた

　　めの取り組みを進めよう

　　犯罪や非行をした人たちの立ち直りを支えよう

・重点事項
　　犯罪や非行をした人を社会から排除・孤立させる

　のではなく、再び受け入れることが自然にできる社

　会にするため

　１出所者等の事情を理解した上で雇用する企業の数

　　を増やすこと。

　２帰るべき場所がないまま、刑務所から社会に戻る

　　人の数を減らすこと。

　３薬物依存からの回復と社会復帰を長期的に支える

　　地域の環境を作ること。

　を重点事項とします。

問合せ　さいたま保護観察所　　 
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